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JMRA事業計画 プレゼンテーションプログラム

 15:00 開会

会長挨拶

産業ビジョン発表

委員会プレゼンテーション
・国際委員会

・広報・交流委員会（インターネット調査品質小委員会）

・広報・交流委員会（CLT対策小委員会）

・西日本コラボレーション研究会

・人材マネジメント研究会

・公的統計基盤整備委員会

・リサーチアカデミー委員会（出版分科会・研修分科会）

・カンファレンス委員会

・事務局

・コンプライアンス委員会（海外綱領分科会・国内法務分科会）

・ISO/TC225国内委員会 兼マーケティング・リサーチ規格認証協議会

16:45 閉 会

 （17:00-19:00 情報交流会／別会場「白鳳」にて）



平成29年度
JMRA活動方針

平成29年5月

JMRA会長

内田 俊一



三役のご紹介

 会長 内田 俊一（イプソス株式会社）

 副会長 横田 進（株式会社アクセス・ジェーピー）

 会長代理

五十嵐 幹

（株式会社クロス・マーケティング）
 会長代理

 専務理事 川本 聡史（株式会社日経リサーチ）

 事務局統括

 Pマーク審査会管掌



平成29年度 スローガン

最もセクシーな業界を目指す



平成29年度 スローガン

最もセクシーな業界を目指す
 溢れるデータからストーリーを読み取り、ビジネスにインパクト

を与える。そのような価値を創造する、オーケストラの指揮者
のような役割が世界中で求められている。

 その為に既に我々にあるものは何か、何が足りないのかどう
変わらなければならないのか。若い世代をいかに魅了してい
くのか。

 協会メンバーベネフィットを
明確に打ち出し、業界・市場
規模拡大による財務体質
強化を目指します。



重要活動方針

１．JMRA会員であることは、個人情報を守り、より良い社会
の実現に資することを、社会へ約束する証である。このことを
広く知らしめる。

２．会員社同士の受発注システム構築・シェアリングエコノミー
の推進によりビジネスチャンスの最大化を目指す。

３．新卒採用フォーラム開催など、業界の認知度向上と活性
化を図る。

４．セミナー・カンファレンスを通して最新の手法の生かし方を
習得。新しい時代をリードする業界を目指す。



JMRA50周年に向けた第一歩として

委員会、会員各社
理事、事務局スタッフの皆さん

協会活動を通じて
我々リサーチ産業発展のため

どうぞよろしくご協力お願いいたします。



国際委員会

JMRA事業計画プレゼンテーション



国際委員会 -2016年度事業報告-



佐野さん

５年間ESOMAR日本代表

お疲れ様でした！
細川さん

ESOMAR日本代表の挨拶

内田さん

ESOMAR Program

Committee 

国際委員会 -2016年度事業報告-



国際委員会 -2016年度事業報告-

5/19 若手リサーチャーの招待 約20名



Summit Meeting

2016 Tokyo

国際委員会 -2016年度事業報告-
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Summit Meeting
2016 Tokyo

国際委員会 -2016年度事業報告-
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Summit Meeting
2016 Tokyo

国際委員会 -2016年度事業報告-

9カ国
30人

Photo



Summit Meeting
2016 Tokyo

国際委員会 -2016年度事業報告-
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国際委員会 -2016年度事業報告-
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国際委員会 -2016年度事業報告-

APRC/JMRAカンファレンス2016
～各国リサーチ協会が推薦するエクセレントペーパーの発表 第1部～



国際委員会 -2016年度事業報告-

～各国リサーチ協会が推薦するエクセレントペーパーの発表 第2部～

APRC/JMRAカンファレンス2016



国際委員会 -2016年度事業報告-

～各国リサーチ協会が推薦するエクセレントペーパーの発表 第3部～

APRC/JMRAカンファレンス2016



国際委員会 -2016年度事業報告-
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国際委員会 -2016年度事業報告-

若手フォーラムの継続
メーリングリスト500を
目指す



国際委員会 -2016年度事業報告-

若手フォーラム

目標リスト５００ 実績６３０



国際委員会 -2016年度事業報告-

第26回 若手フォーラム 6/26

IoTビジネスの到来



国際委員会 -2016年度事業報告-

第27回 若手フォーラム 7/27

スバルアイサイト開発のインサイト



国際委員会 -2016年度事業報告-

第28回 若手フォーラム 10/15

カンファレンスでの学生プログラム

10/17, 11/2若手フォーラムワークショップ＝
リサーチャーのペルソナ作り

Photo
Photo

Photo



国際委員会 -2016年度事業報告-

学生プログラム

Photo



国際委員会 -2016年度事業報告-

第29回 若手フォーラム 12/16

学生と国際委員会のジョイント忘年会

Photo



国際委員会 -2016年度事業報告-

第30回 若手フォーラム 2/9

学生・若手とGMOリサーチ海外スタッフとの交流

Photo



国際委員会 -2017年度事業計画-

2017年度事業計画



国際委員会 -2017年度事業計画-

グローバルネットワークの強化
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国際委員会 -2017年度事業計画-



国際委員会 -2017年度事業計画-

各委員会との連携による
JMRAのグローバル化に貢献



国際委員会 -2017年度事業計画-

次世代のグローバル人材の確保を目指

若手フォーラムリスト目標 ８００

学生リスト目標 ２００
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国際委員会 -2017年度事業計画-

ご清聴ありがとうございます。

皆様のご協力をよろしくお願い
申し上げます。



インターネット調査品質小委員会

JMRA事業計画プレゼンテーション

広報・交流委員会



近年のネットリサーチの回収率の低下
や調査品質を不安視する声を受け、
2016年8月に新設

2016年度の活動内容

インターネット調査品質小委員会 -2016年度事業報告-

1. ネットリサーチ会社の課題整理

2. スマートフォンに対応した各社の取り組みと検証調査の共有

3. アクセスパネルの実態把握

4. 「マーケティング・リサーチャー」誌での情報発信



1. ネットリサーチ会社の課題整理

インターネット調査品質小委員会 -2016年度事業報告-

 全体的な回収率の低下

 若年層の定着率の低下

 中長期的なアクセスパネルの危機

2. スマートフォンに対応した各社の取り
組みと検証調査の共有

3. アクセスパネルの実態把握
 性別年代別登録デバイス／回答デバイス

 性別年代別アクティブ率

 標準的な謝礼金額



4. 「マーケティング・リサーチャー」
誌での情報発信

インターネット調査品質小委員会 -2016年度事業報告-

132号「ネットリサーチの現状と課題」
 モニターへの登録デバイスの変化

 アンケートの回答デバイスの変化

 アクティブモニター率の推移

PCからスマートフォンへと移行と
ネットリサーチの存続に関わる問題提起



インターネット調査品質小委員会 -2016年度事業報告-

132号「ネットリサーチの現状と課題」



1. ネットリサーチの環境改善のため
の啓蒙活動①

インターネット調査品質小委員会 -2017年度事業計画-

2016年度に引き続き

「マーケティング・リサーチャー」誌

での情報提供

133号
「スマートフォン回答者に配慮した
ネットリサーチになっているのか」（予定）



1. ネットリサーチの環境改善のため
の啓蒙活動②

インターネット調査品質小委員会 -2017年度事業計画-

ネットリサーチ業界の現状報告と
研究者・有識者との課題解決に
向けたディスカッション

日本行動計量学会第45回大会

ラウンドテーブルでの問題提起



2. JMRAとしてのネットリサーチ
の品質ガイドラインの策定

インターネット調査品質小委員会 -2017年度事業計画-

 JMRAでは2007年以降、ネットリ
サーチの推奨となる目安を示して
いない（15分以内推奨）

 モバイル時代にも持続可能なネットリサーチ
環境を維持していくための指針を作成

 JMRAアニュアル・カンファレンスでの発表
を検討

インターネット調査の
品質向上に関する研究
(JMRAインターネット調査に
関する研究委員会,2007.10）



CLT対策小委員会

JMRA事業計画プレゼンテーション

広報・交流委員会



◆ 本委員会は、従来旧法務委員会にて都度案件
を取り上げ対応していたCLTに関する諸問題を迅速

に解決すべく本年度より関係各社が集い新たに設置
され、広報・交流委員会に属し活動を始めました。

下記に本年度の委員会の活動を記します。

◆ 渋谷地区における活動

従来、道玄坂に適用されていた「道路使用許可証」
なしでの活動が渋谷署管轄全域で適用することと
なった。

CLT対策小委員会 -2016年度事業報告



CLT対策小委員会 -2016年度事業報告

◆ 渋谷地区における活動

また、「区役所危機管理対策」課による「客引き迷惑条例抵触
」について、区役所サイドと複数回の検討を行い、自主ルール
を提示し認められた。

道玄坂エリアでは「貸会場」オーナーとの活動ルールの確認
と情報交換を行った。

渋谷センター街エリアでは、友好的な関係を構築するためパ
トロール隊とのコンタクトをとっている。

センター街において街頭リクルーターへの「ユニフォーム」着
用を検討し、サンプルを作成。テスト着用に向けて準備してい
る。

- 46 -



◆ 新宿エリアでの活動

110番通報を行う特定ｸﾚｰﾏｰとの話し合い解決のため
抵触を試みたが未だにコンタクト取れていない。

新宿警察の対応変化や特に新宿西口の活動活発化に
伴い正会員者での自主ルールを検討・決定した。

また、「貸会場」業者に対する会場貸し出しルールを設定
していただくことを依頼することととした。

◆ 街頭リクルーターの教育

年に一度「街頭リクルーター」への情報共有、教育を実
施することを決めた。

CLT対策小委員会 -2016年度事業報告



◆ 2017年度は、ﾘｸﾙｰﾀｰの質向上を目指し業界として
の統一基準に沿った活動を徹底するように研修会の実
施を行う。

また、各所轄・関係部署とコンタクトを取り円滑に我々
の活動ができるよう、また道路使用許可証不必要に向け
ての訪問説明を行っていく。

渋谷センター街での「ユニフォーム」着用テスト結果を
検討し、全エリアへの着用活動を検討していく。

CLT対策小委員会 -2017年度課題



◆リクルーターの教育・研修の実施

◆渋谷センター街「テストユニフォーム」の検討・全域へ
の適用、申請のルール化

◆新宿西口のルール化（貸会場業者含む）徹底と、特定
ｸﾚｰﾏｰの排除

◆渋谷管轄以外での「道路使用許可証」廃止に向けて
のコンタクト

◆協会として、街頭リクルートの規定整備を行い正会員
への告知及び徹底を図る

CLT対策小委員会 -2017年度課題



西日本コラボレーション研究会

JMRA事業計画プレゼンテーション



西日本コラボレーション研究会 – 設立の背景と目的 –

 設立の背景 ： 敵は業界外にあり

 活動目的：会員企業と業界の発展に寄与

各社間の
新たな連携・協業の

調整・実践

隔離され気味な
各社の若手リサーチャーの
交流・成長機会の提供

エンドクライアント・
社会へのアピール

１社、１支社ではできなくとも、共同体であればできる



西日本コラボレーション研究会 – 活動報告 –

１．設立記念イベント

２．インナー研修

３．東京セミナー誘致

４．アライアンス推進

定例会 （9月/11月/1月/2月 4回）

メルマガ発行 （11月/12月/1月/2月/3月 5回）



西日本コラボレーション研究会 １．設立記念イベント

活動報告

2016年9月13日

21社 77名

設立経緯/活動内容の説明

ゲストの講演

ネスレ日本株式会社
マーケティング情報部
部長 松崎 收亨さま

『市場調査不要論に
いかに対応していくか』

株式会社電通 関西支社
プロモーション・デザイン局
次長 山川 茂孝さま

『デジタルマーケティングが
リサーチ業界に与えるインパクト』

懇親会

西日本の
リサーチャーが

集う



西日本コラボレーション研究会 ２．インナー研修

活動報告

【第1回】
2016年12月13日

10社 24名

基礎研修

若手が
学ぶ

【第2回】
2017年2月21日

8社 17名

グループディスカッション

終了後に若手飲み会

「マーケティングのフレームとリサーチ」 「商品の企画開発テーマでの
マーケティングリサーチ」

独自コンテンツで…



西日本コラボレーション研究会 ３．東京セミナー誘致

活動報告

2017年2月10日

10社 20名
（大阪では無料開催）

研修分科会のご協力を頂き…

研鑽機会
創出のための
トライアルJMRAにて開催された

「リサーチャーのための伝わるデザイン」セミナー

WEB中継
グループワーク



西日本コラボレーション研究会 ４．アライアンス推進

活動報告

実業務で
コラボレーション

アライアンス・シート capabilityプレゼン
＜受託可能＞

イプソス㈱
藤原　達行

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
約80
万件

○
１０名 ○

本社
東京

マジックミラー有
バックルーム10名 ○

本社
東京

20名 ○
本社
東京 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱インテージ
山本　昌幸

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

約650
万件

○
業界別
に複数
あり

○ 大阪
マジックミラー有
バックルーム15名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱カンター・ジャパン
樋口　隆之

㈱クロス・マーケティング
辰巳　泰也

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

約180
万件

○ 人形町・初台 ６０～８０名 ○
新宿
８０名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
検定有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱K-Wod
館岡　成之

㈱市場調査社
今井　亮介

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
５名

通信、ア
ルコー
ル、
住宅、食
品など

○ ○
大阪市
西区

マジックミラー有
バックルーム8名

○
検定無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱ジャパン・マーケティング・
エージェンシー
福井　潤

○ ○ ○ ○
（東京）

○
（東京）

○
（東京） ○ ○ ○ ○

渋谷に
２会場

マジックミラー有
バックルーム8名 ○ 渋谷 ○ 渋谷 ○ ○

業界に
よる ○ ○ ○ ○ ○

業界に
よる

業界に
よる

㈱ティーエス
永津　和宏

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
男性
１名

全般 導入予定 ○ ○ ○ ○
○

検定有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱電通マクロミルインサイト
武田　正樹

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
マクロミ
ルに
準ずる

○
マクロミ
ルに準
ずる

○
６名
（外部
含む）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

検定無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱東京サーベイ・リサーチ
常田　修一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

○
約

15,000
件

○ ○ 東京本社
バックルーム有
収容なし ○ 東京本社 30名 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
自社開発
ツール

△ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

日本インフォメーション㈱
橋本　耕一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 心斎橋 ○ 心斎橋 １０名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○

㈱ビデオリサーチ
八野　謙一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京（三番
町）/大阪
（梅田）/名
古屋（錦）/
福岡（天神）
/札幌（南１

条）

マジックミラー有
バックルーム20名 ○

東京（三番町）
/大阪（梅田）/
名古屋（錦）/
福岡（天神）/
札幌（南１条）

札幌２４名
/名古屋３
８名/大阪
４８名/東
京６０名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱プリミティブ・ドライブ
木原　将希

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
４名
（外部
含む）

オールラ
ウンド
※シニア
層対象

○
４名
（外部
含む）

○
５名
（外部
含む）

○

福岡市中央
区大名2-

8-18
天神パーク
ビル７F

マジックミラー有
バックルーム
10～20名

○

福岡市中央区
大名2-8-18
天神パークビ

ル７F

２０名 ○ ○ ○ ○
○

検定無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱マーケティングセンター
幸山　清孝

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱マクロミル
熊野　真介

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

120万
件

○
１０名

全般 ○ 新宿
マジックミラー有
バックルーム２０名 ○ 新宿 ３０名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
検定有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱ユニゾンリサーチ
伊藤　誠邦

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大阪市北区東
天満

（最寄駅徒歩６
分）

３０名 ○ ○
○

検定有

楽天リサーチ㈱
森嶋　陽介

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

約230
万件

○
※１ ○

世田谷区
（二子玉川

駅）

マジックミラー有
バックルーム有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱マーシュ
藤井　崇史

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

80万人
○ ○

渋谷区渋谷
1-2-5

MFPR渋谷ビル
１F

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

企
業
イ
メ
ー

ジ
／
Ｃ
Ｉ
調
査

顧
客
満
足
度
調
査

Ｂ
 
ｔ
ｏ
 
Ｂ
　
調
査

産
業
材
／
生
産
材
調
査

流
通
調
査

パ

ッ
ケ
ー

ジ
／
ネ
ー

ミ
ン
グ
調
査

広
告
の
事
前
調
査

（
コ
ピ
ー

／
T
V
C
M
オ
フ
エ
ア

）

広
告
の
事
後
調
査

（
広
告
効
果

）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な
ど
の
媒
体
調
査

世
論
／
社
会
調
査

市
場
実
験

（
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ー

ケ

ッ
ト
モ
デ
ル

）
調
査

最
適
価
格
設
定
調
査

そ
の
他
分
析
手
法

レ
ポ
ー

ト
作
成

調
査
結
果
報
告

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン

調
査
結
果
か
ら
の
提
案
・
提
言

商
圏
調
査

グ
ロ
ー

バ
ル

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
／
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

）

共
分
散
構
造
分
析

重
回
帰
分
析

主
成
分
分
析

判
別
分
析

因
子
分
析

ク
ラ
ス
タ
ー

分
析

消
費
・
購
入
実
態
／
消
費
者
の
態
度
意
識
調
査

既
存
製
品
の
評
価
調
査

新
製
品
開
発

（
コ
ン
セ
プ
ト
テ
ス
ト
／
製
品
テ
ス
ト

）
調
査

秀
吉

太
閤

E
x
c
e
l

そ
の
他
分
析
ツ
ー

ル

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

（
ア
フ
タ
ー

コ
ー

デ
ィ
ン
グ

）

コ
ン
ジ

ョ
イ
ン
ト
分
析

コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析

P
S
M
分
析

A
H
P
分
析

脳
波
測
定
調
査

表
情
測
定
調
査

ホ
ー

ム
ビ
ジ

ッ
ト
調
査

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

自
社
調
査
パ
ネ
ル

店
舗
観
察
調
査

（
ミ
ス
テ
リ
ー

シ

ョ
ッ
パ
ー

な
ど

）

行
動
観
察
調
査

（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

な
ど

）

グ
ル
ー

プ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

ア
イ
ト
ラ

ッ
キ
ン
グ
調
査

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
型
R
D
D

（
固
定
電
話
＋
携
帯
電
話

）

C
A
T
I

（
C
o
m
p
u
t
e
r
 
A
s
s
i
s
t
e
d
 
T
e
l
e
p
h
o
n
e

I
n
t
e
r
v
i
e
w
i
n
g

）

会
場
調
査

（
事
前
リ
ク
ル
ー

ト

）

会
場
調
査

（
ス
ト
リ
ー

ト
キ
ャ
ッ
チ

）

街
頭
・
店
頭
調
査

（
ミ
ス
テ
リ
ー

シ

ョ
ッ
パ
ー

除
く

）

M
R
O
C

（
M
a
r
k
e
t
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
O
n
l
i
n
e

C
o
m
m
u
n
i
t
y

）

郵
送
調
査

ホ
ー

ム
ユ
ー

ス
調
査

C
A
P
I

（
C
o
m
p
u
t
e
r
 
A
s
s
i
s
t
e
d
 
P
e
r
s
o
n
a
l

I
n
t
e
r
v
i
e
w

）

電
話
調
査

（
固
定
電
話
へ
R
D
D

）

調
査
対
象
者
リ
ク
ル
ー

ト

（
定
性

）

調
査
対
象
者
へ
の
電
話
コ
ン
タ
ク
ト

（
定
量

）

調
査
対
象
者
へ
の
電
話
コ
ン
タ
ク
ト

（
定
性

）

訪
問

（
面
接
・
留
置

）
調
査

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
調
査

調
査
企
画

（
設
計

）
書
作
成

調
査
票
作
成

（
定
量
調
査

）

調
査
票
作
成

（
定
性
調
査

）

サ
ン
プ
リ
ン
グ

（
住
民
基
本
台
帳
な
ど
の
閲
覧

）

調
査
対
象
者
リ
ク
ル
ー

ト

（
定
量

）

調査準備・企画・設計

定量調査 定性調査 パネル 専門職

実査

施設

分析
レポート作成・
報告会・提案

調査分野

保有パネル・専門職人材・施設・集計ツール

集計ツール

特
殊
調
査
パ
ネ
ル

得
意
分
野

モ
デ
レ
ー

タ
ー

フ

ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー

速
記
者

グ
ル
イ
ン
ル
ー

ム

場
所

場
所
・
収
容
人
数

S
P
S
S

S
A
S

A
S
S
U
M

設
備

集
合
調
査
会
場

場
所

収
容
人
数

C
L
T

【
街
頭
キ
ャ
ッ
チ
可
能

】
用
会
場

単
語
レ
ベ
ル
の
ア
フ
タ
ー

コ
ー

デ
ィ
ン
グ

文
章
レ
ベ
ル
の
ア
フ
タ
ー

コ
ー

デ
ィ
ン
グ

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

（
具
体
的
分
析
手
法

）

ク
ロ
ス
集
計

回
帰
分
析

＜委託希望＞

イプソス㈱
藤原　達行

㈱インテージ
山本　昌幸

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
１０名
※３

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

検定有
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱カンター・ジャパン
樋口　隆之

○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱クロス・マーケティング
辰巳　泰也

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

検定有
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱K-Wod
館岡　成之

○ ○

㈱市場調査社
今井　亮介

○ ○ ○ ○

㈱ジャパン・マーケティング・エージェンシー
福井　潤

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
大阪

○
大阪

○
大阪

○
WEB

○ ○ ○

㈱ティーエス
永津　和宏

○ ○ ○ ○ ○

㈱電通マクロミルインサイト
武田　正樹

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱東京サーベイ・リサーチ
常田　修一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本インフォメーション㈱
橋本　耕一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱ビデオリサーチ
八野　謙一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
※１

○

○
大阪３
名
※２

○
○

大阪３
名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

検定有
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱プリミティブ・ドライブ
木原　将希

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱マーケティングセンター
幸山　清孝

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱マクロミル
熊野　真介

㈱ユニゾンリサーチ
伊藤　誠邦

○ ○ ○ ○ ○

楽天リサーチ㈱
森嶋　陽介

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

㈱マーシュ
藤井　崇史

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

分析
レポート作
成・報告会・

提案
調査分野

施設 集計ツール

調査準備・企画・設計

実査 保有パネル・専門職人材・施設・集計ツール

定量調査 定性調査 パネル 専門職

調
査
企
画

（
設
計

）
書
作
成

調
査
票
作
成

（
定
量
調
査

）

調
査
票
作
成

（
定
性
調
査

）

サ
ン
プ
リ
ン
グ

（
住
民
基
本
台
帳
な
ど
の
閲
覧

）

調
査
対
象
者
リ
ク
ル
ー

ト

（
定
量

）

調
査
対
象
者
リ
ク
ル
ー

ト

（
定
性

）

調
査
対
象
者
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の
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ト

（
定
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）
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査
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象
者
へ
の
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コ
ン
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問

（
面
接
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置

）
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査

イ
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ー
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ト
調
査
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R
O
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（
M
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r
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e
t
 
R
e
s
e
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r
c
h
 
O
n
l
i
n
e

C
o
m
m
u
n
i
t
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）

郵
送
調
査

ホ
ー

ム
ユ
ー

ス
調
査

C
A
P
I

（
C
o
m
p
u
t
e
r
 
A
s
s
i
s
t
e
d
 
P
e
r
s
o
n
a
l

I
n
t
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r
v
i
e
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）

電
話
調
査
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定
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話
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D
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）
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ブ
リ

ッ
ド
型
R
D
D

（
固
定
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話
＋
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帯
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A
T
I

（
C
o
m
p
u
t
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r
 
A
s
s
i
s
t
e
d
 
T
e
l
e
p
h
o
n
e

I
n
t
e
r
v
i
e
w
i
n
g

）

会
場
調
査

（
事
前
リ
ク
ル
ー

ト

）

会
場
調
査

（
ス
ト
リ
ー

ト
キ
ャ
ッ
チ

）

街
頭
・
店
頭
調
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（
ミ
ス
テ
リ
ー

シ

ョ
ッ
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ー

除
く

）

店
舗
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察
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（
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ー

シ

ョ
ッ
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ー

な
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）

行
動
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察
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（
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ス
ノ
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）
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ー
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ン
タ
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ュ
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デ
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ス
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ビ
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ー

ア
イ
ト
ラ

ッ
キ
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脳
波
測
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表
情
測
定
調
査
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ー

ム
ビ
ジ

ッ
ト
調
査
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ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

自
社
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査
パ
ネ
ル

特
殊
調
査
パ
ネ
ル

モ
デ
レ
ー

タ
ー

フ

ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー

速
記
者

グ
ル
イ
ン
ル
ー

ム

集
合
調
査
会
場

C
L
T

【
街
頭
キ
ャ
ッ
チ
可
能

】
用
会
場

S
P
S
S

S
A
S

A
S
S
U
M

秀
吉

太
閤

E
x
c
e
l

そ
の
他
分
析
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ル
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キ
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ト
マ
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ン
グ

（
ア
フ
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ー

コ
ー

デ
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ン
グ

）

単
語
レ
ベ
ル
の
ア
フ
タ
ー

コ
ー

デ
ィ
ン
グ

文
章
レ
ベ
ル
の
ア
フ
タ
ー

コ
ー

デ
ィ
ン
グ

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

（
具
体
的
分
析
手
法

）

ク
ロ
ス
集
計

回
帰
分
析

重
回
帰
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析

主
成
分
分
析

判
別
分
析

因
子
分
析

ク
ラ
ス
タ
ー

分
析

コ
ン
ジ

ョ
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ン
ト
分
析

コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析

P
S
M
分
析

A
H
P
分
析

共
分
散
構
造
分
析

そ
の
他
分
析
手
法

レ
ポ
ー

ト
作
成

調
査
結
果
報
告

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン

調
査
結
果
か
ら
の
提
案
・
提
言

消
費
・
購
入
実
態
／
消
費
者
の
態
度
意
識
調
査

既
存
製
品
の
評
価
調
査

新
製
品
開
発

（
コ
ン
セ
プ
ト
テ
ス
ト
／
製
品
テ
ス
ト

）
調
査

市
場
実
験

（
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ー

ケ

ッ
ト
モ
デ
ル

）
調
査

最
適
価
格
設
定
調
査

パ

ッ
ケ
ー

ジ
／
ネ
ー

ミ
ン
グ
調
査

広
告
の
事
前
調
査

（
コ
ピ
ー

／
T
V
C
M
オ
フ
エ
ア

）

広
告
の
事
後
調
査

（
広
告
効
果

）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な
ど
の
媒
体
調
査

世
論
／
社
会
調
査

商
圏
調
査

グ
ロ
ー

バ
ル

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
／
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

）

そ
の
他

企
業
イ
メ
ー

ジ
／
Ｃ
Ｉ
調
査

顧
客
満
足
度
調
査

Ｂ
 
ｔ
ｏ
 
Ｂ
　
調
査

産
業
材
／
生
産
材
調
査

流
通
調
査

18社



西日本コラボレーション研究会 – 活動計画 –

１．年次西日本コラボレーション大会

２．インナー研修

３．東京セミナー誘致

４．アライアンス推進

 定例会 （2カ月に1回）

 メルマガ発行 （毎月）



西日本コラボレーション研究会 １．年次西日本コラボレーション大会

活動計画

Collaboration & Communication

2017年 concept

会員社間（若手同士/若手とベテラン）、
クライアントとのコミュニケーション
そこから生まれるコラボレーション

50名の参加を目指す
10月開催予定



西日本コラボレーション研究会 ２．インナー研修

活動計画

知識のインプット、課題のシェア、業務に活かせるヒント

2017年 concept

若手や中堅が「学びたいこと」が学べる

お題出しからの勉強会、ケーススタディなど
３回開催予定



西日本コラボレーション研究会 ３．東京セミナー誘致

活動計画

Knowledge Armed（知見武装）

2017年 concept

～どこでも戦えるリサーチャーへ～

年2回（9月・2月頃）

各回 20名の参加を目指す

トライアルの経験を踏まえ、東京の運営体制、
カメラ/マイク位置等の改善を行ったうえで、「有料」で開催



西日本コラボレーション研究会 ４．アライアンス推進

活動計画

Collaboration with ・・・・・・

2017年 concept

Step１
ファシリティの共有
ルームや調査員組織等の
提供によるジョイント

正会員社 Step２
“知”の融合

得意分野を
持ち寄った

共同企画/分析

Step３
周辺業界の“知”の融合

プロジェクトの共同企画

提供価値の
最大化

ビックデータ系
マーケ会社

CRM系

デザイン系

デジマ系

●●●系

クライアント

2カ月に1回程度の定例会
・正会員社のケイパ・プレゼン
・周辺業界のケイパ・プレゼン

~更なる“協業”推進 ＆ 異業種企業との“協業”模索～



人材マネジメント研究会

JMRA事業計画プレゼンテーション



人材マネジメント研究会

事業方針



Background

調査業界において人事の重要性は依然として高い

※JMRA　経営実態調査より　（2015：n=104）



研究会のミッション

人事成果を高めることで
業界の業績向上に貢献する

各社の人事ロス・コストの制御
業界ブランドを高める
（採用市場活性化/労務改善）



人材マネジメント研究会

2016年度 事業報告



 頻度 ：月次開催（15:00～17:00）

 参加社 ：15社（委員数22名）

 議題

活動概要

毎月１チームがローテーションで自由に2時間を使う

 例１）講義（講師は内部・外部問わず）

 例２）特定テーマでの事例共有＋議論

 例３）時事ネタ（法改正など）に対して、
人事がすべきこと/知っておくべきこと

 例４）マネジメント研修 ワークショップ 等



 楽天におけるリーダーシップ構造と育成方法

 楽天のダイバーシティに関する取り組み

【10月】 人事取組み紹介･･･楽天リサーチ



 病気と付き合いながら働く企業にするために
～がんと就労、高齢者雇用の観点から～

 講師：
株式会社ＯＨコンシェルジュ
代表取締役 東川 麻子氏

【12月】 講演会



 ファシリテート：マクロミル

 テーマ：定着・活躍
 マクロミル社での取組事例

 各グループでのワークショップ

 各グループの方針

【1月】 ワークショップ

活躍

定着

採用



 ファシリテート：楽天リサーチ

 テーマ：定着～人事評価
 楽天リサーチ社での制度事例

 各グループでのワークショップ

 各グループの方針

【2月】 ワークショップ



 ファシリテート：インテージ

 テーマ：ストレスチェック振返りと今後
 各社での事例共有

 課題の抽出と対策議論

【3月】人事取組み共有会



人材マネジメント研究会

2017年度 事業計画



Background

平成２８年３月２５日、安倍総理は
、総理大臣官邸で第６回一億総活躍
国民会議を開催しました。

会議では、「長時間労働是正」、「女
性の就業促進」及び「子供の教育問題
」について議論が行われました。
総理は、本日の議論を踏まえ、次のよ
うに述べました。

第一に、長時間労働の是正であります
。長時間労働は、仕事と子育てなどの
家庭生活の両立を困難にし、少子化
の原因や女性の活躍を阻む原因となっ
ています。

一億総活躍国民会議

Photo



Background

 2016/3
第６回一億総活躍国民会議を開催

 2016/9
働き方改革実現会議開始（首相）

 2016/10
大手広告会社へ労基署が立ち入り

 2016/11
労働基準監督官が増員へ

 2017/2
プレミアムフライデー開始

 2017/3
働き方改革実現会議にて、長時間労
働の是正を含む実行計画をまとめ



Background

 政府は28日、働き方改革実現会議を
首相官邸で開き、正社員による長時間
労働見直しなど実行計画をまとめた。政
府は今年の国会の手続きを経て、
2019年度からの実現をめざす。

 残業を「原則月45時間、年間で360時
間」とし、労使で協定を結べば年間720
時間まで認めるとした。特に忙しい月は
特例として100時間未満の残業を容認
する。経団連は働き手の自由度が狭まる
として上限規制に慎重だったが、
首相の裁定で上限設定が決まった。

Photo



Background

 そもそも、マーケティングリサーチ業界はビジネス自体に面白みがあ
るものの、労働集約型のビジネスモデルが主流

 繁閑差があり、残業問題は多くの会社の人事課題
 人材が定着せず、業績に影響している傾向がある

 業界全体で働き方改革を推進
 参加各社の残業時間削減をKPIとして取り組む
 取り組みをリリースしてリサーチ業界のブランドを高める
 優秀な人材を業界に集め、定着させ（辞めない）、人材・
業績が成長し続ける企業群を作る



研究会のミッション

背景：

業界全体での取り組みを要する時流

人事部の動きではなく、業界/経営の問題

取組み：

① 研究会にて業界取組み方針の骨子を作成

② 理事会に上申

③ JMRA会員各社での浸透

④ 顧客サイドへの啓蒙



研究会のミッション

今まで

各社の人事の取組みを把握できる研究会

今後

業界の働き方改革

 各社で決議させ

 各社で浸透、残業を減らす努力をして

 顧客を啓蒙する努力を会社単位で推進する



名称変更

人材マネジメント研究会

働き方改革委員会



公的統計基盤整備委員会

JMRA事業計画プレゼンテーション



活動の目的

官民相互の理解と協力の下、公的統計
調査業務における「民間事業者の活用」
が円滑に推進されることを目指す

① 公的統計の民間活用における府省等の要求
に対して民間の実態を明らかにし、調査会社と
その従業員の能力向上に資する活動を行う

② 公的統計の民間活用における民間の要求を
明らかにし、府省等へ積極的に発信する

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



委員会の体制

全体会議

・講演会開催
・報告書作成
・関連団体の
動向共有

幹事会

・表敬訪問
・委員会傍聴
・意見交換会

など

①市場動向分析
把握

②ガイドライン推進
発信

③資格制度推進
整備

小委員会

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



ここからは各小委員会

①市場動向分析

②ガイドライン推進

③資格制度推進

の取り組みについてご報告いたします

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



市場動向分析小委員会

活動内容

① 会員社調査の実施

② 民間調査機関を活用した統計調査の

一覧作成

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-

公的統計調査市場における諸情報を収集・分析し、市場動向の現状や方
向性の把握に資する有用な情報を内外に提供することを活動の目的とし
ています。



市場動向分析小委員会

活動内容

① 会員社調査の実施

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-

民間事業者の実態を明らかにし、情報発信
するための重要な調査（本年度で９回目）

回答いただいた会員社の皆様、
ご協力誠にありがとうございます！



公的統計基盤整備委員会 -2017年度事業計画-

市場動向分析小委員会

引き続き、

①②に加えて

③ 府省担当者ヒアリングの企画実施

で、府省からの要望把握の強化に努め
ます



ガイドライン推進小委員会

活動内容

① 統計調査の仕様書を入手・分析

② 仕様書の改善に向けた提言

仕様書が民間委託ガイドラインに沿っているか検証するため

・「統計調査における民間事業者の活用に係るガイドライン（総務省）」

・「実施要項作成時における競争性改善上のチェックポイント（総務省）」

等に沿って仕様書を分析。仕様書改善に向けた提言を行っています。

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



ガイドライン推進小委員会

① 統計調査の仕様書を入手・分析

府省と民間を結びつける
最も重要な書類‼

応札者の視点で仕様書を検証

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



ガイドライン推進小委員会

② 仕様書の改善に向けた提言

仕様書改善

入札検討に必要
な情報が的確に
記載

競争環境改善

競争性改善

入札希望者の
増加によって、

一者応札の改善
委託先の質向上
統計の品質向上

負担減
政府は

民間は

機会増

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



ガイドライン推進小委員会

引き続き、

① 統計調査の仕様書を入手・分析

② 仕様書の改善に向けた提言

に実直に取り組み、

公的統計の民間委託拡大に貢献します

公的統計基盤整備委員会 -2017年度事業計画-



資格制度推進小委員会

活動内容

「統計調査士」「専門統計調査士」資格について

① 内容および資格制度設計の検討への参画

② 受験／合格実態把握・分析

③ 受験対策講座の企画・開催

ＪＭＲＡ会員社における統計検定資格の普及推進のため、

理解促進と課題収集、多方面への周知広報を行い、

会員社にとって役立つ資格制度へ改善提言を行うことを目的としています。

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



資格制度推進小委員会

「統計調査士」「専門統計調査士」

統計学・調査実務全般にわたる
体系的知識を身につけることで、
個人のスキルアップがはかれます。

結果として、

ＭＲ業界全体のプレゼンス向上に

役立つコンテンツとして、資格取得を推進しています。

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



資格制度推進小委員会

① 内容および資格制度設計の

検討への参画

2011年の発足以来
統計検定センターへ協力する形で活動を継続

2016年は主に「専門統計調査士」
について検討

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



資格制度推進小委員会

② 受験／合格実態把握・分析

「統計調査士」「専門統計調査士」ともに

ＪＭＲＡ会員社での受験者数は増減なし

ただし全体の受験者数は増加に転じた

2016年試験では・・・

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



資格制度推進小委員会

③ 受験対策講座の企画・開催
 3期目の開催

 9月～10月に5講座を実施、のべ58人が受講

講義内容、テキストとも好評を博す

 2016年はＪＭＲＡ会員社以外からも受講が散見

ＭＲ業界外からも注目の資格に！
②③をふまえると・・・

公的統計基盤整備委員会 -2016年度事業報告-



資格制度推進小委員会

継続して①②③についてより深く取り組み、

ＪＭＲＡ会員社における

統計検定資格取得をバックアップし、

かつ、

より取得メリットのある資格となるよう
努めてまいります

公的統計基盤整備委員会 -2017年度事業計画-



資格制度推進小委員会

 9月～10月に5講座を開催！

 「②統計学応用講座」をボリュームアップ！

0.5日×3回構成で参加しやすくなりました！

2017年の は･･･

ご自身のスキルアップに！部下の育成に！

ぜひお役立てください！！

公的統計基盤整備委員会 -2017年度事業計画-



今年度も

① 会員社調査へのご協力

② 専門統計調査士受験対策講座

のご活用

を是非ともよろしくお願いします！

公的統計基盤整備委員会 -2017年度事業計画-



リサーチアカデミー委員会
（出版分科会・研修分科会）

JMRA事業計画プレゼンテーション



リサーチアカデミー委員会

2016年度 事業報告プレゼンテーション

２０１７．５．２６



委員会のミッション



リサーチャーの教育と育成、リサーチャーとリ
サーチユーザーの関係強化を図ることを目的と
して活動する。

出版分科会と研修分科会の2分科会制から構成し、
以下の活動を行う

①機関誌出版とその連動したテーマでのセミ
ナー設定、新調査技術研究の情報発信。

②リサーチャーの成長に貢献する教育プログ
ラムの開発と運営





リサーチアカデミー委員会は・・・



201６年度事業報告



リサーチアカデミー委員会としての活動

合同委員会の開催（2016年7月）
– 旧研修委員会、旧出版委員会、旧調査技術委員会のメ
ンバーが一同に会し、リサーチャーとしての課題意識、
リサーチアカデミー委員会としてやりたいことなどを
ワークショップ形式で共有



コラボセミナー「伝わるデザイン」の実施
（2017年2月）

– 「マーケティング・リサー
チャー」誌130号に掲載した
「リサーチレポートのビジュア
ル化」を元に、執筆者である高
橋氏のセミナーを実施

– テレビ会議システムを利用した
大阪会場を含めて50名が参加

– リサーチャー誌が取り上げた話
題や有識者を研修に展開する成
功事例が作れた



研修分科会の活動

区分 № 研修名 日時 講師 参加

総合

1 2016年度新人リサーチャー合宿セミナー
2016/4/20～
22

20名

2
マーケティングとマーケティング・リサーチセミナー
（総論編）

2016/10/20
楽天リサーチ(株)
三木 康夫氏

9名

3
マーケティングとマーケティング・リサーチセミナー
（各論編1）

2016/11/10,
17

楽天リサーチ(株)
三木 康夫氏

10名

4
マーケティングとマーケティング・リサーチセミナー
（各論編2）

2016/12/6,1
3

楽天リサーチ(株)
三木 康夫氏

13名

統計関連 5 質的データのマイニングのための対応分析法講座
2016/11/30
;12/7,14,20

統計数理研究所
大隅 昇氏

8名

定性調査
関連

6 定性調査の基礎講座
2016/6/8,15
,22,29

肥田 安弥女氏 / 
林 美和子氏

14名

7 定性調査 実務に役立つ企画力を養う実践講座
2016/10/12,
19,26,27

肥田 安弥女氏 /
林 美和子氏

10名

8 定性調査 分析力を養う実践講座
2017/1/11,1
8, 25

肥田 安弥女氏 / 
中村 亜砂子氏

15名

9 定性調査 インタビュー実践講座
2016/11/9,1
6, 21

林 美和子氏 / 
赤塚 史恵氏

11名

トピックス
10 第47回JMRAトピックスセミナー 伝わるデザイン 2017/2/10

千葉大学
高橋 佑磨氏

42名

11 第48回JMRAトピックスセミナー 消費者行動論 2017/3/6
一橋大学大学院
松井 剛氏

25名



＜2016年度＞ ＜2015年度＞

正会員 53社(94名) 正会員 38社(71名) 

賛助法人会員 27社(32名) 賛助法人会員 28社(42名)

賛助個人会員 (4名) 賛助個人会員 (3名)

一般 42社(47名) 一般 48社(56名)

合計 177名
合計 172名



• リサーチャーのコアスキル領域の講座を縮小し、
顧客接点のための施策重視に

–集客に苦戦していた統計系講座群を休眠

–企画力、表現力、編集力、コミュニケーション力の施
策にシフト

• 『リサーチャーのためのデザイン』

• 『消費者行動論』



• 年間3号の「マーケティング・リサーチャー」発行

１３０号 視覚化するコミュニケーション

～情報過多時代のメッセージ伝達～

ジャパン インバウンド

ソリューションズ

中村 好明氏

出版分科会の活動

特集テーマ

巻頭
インタビュー

ビジュアルを活用したコミュニケーションの最前線では何
が起こっているのか？

リサーチのアウトプット・・よりよい見せ方は？



１３１号 特集テーマ “新機軸市場”への挑戦者たち

巻頭
インタビュー

スターバックスコーヒー
武田 氏

特集テーマ

巻頭
インタビュー

コモディティ化された市場ではなく、“より上質なものが求
められるマーケット”におけるマーケティングの実態は？

この市場におけるリサーチのあり方は？



１３２号 特集テーマ リサーチモニターをつかった調査の将来像

巻頭
インタビュー

カシオ計算機

坂田 氏

インターネット調査の課題と持続可能性は？

生活者の声を聞くためのリサーチを今後どのように発
展させていくべきなのか？



「リサーチャー」誌・誌面充実への取り組み

他委員会との連携強化

「インフォメーション欄」新設

– 132号ではインターネット調査品質小委員会から
のネットモニターに関する問題提起を、特集のコ
ンテンツとして発信。今後も情報発信の場として
継続的に掲載の予定。



– 協会のイベントや委員会活動の成果、会員や寄稿
者個人の著書を紹介する欄を新設



201７年度事業計画



リサーチアカデミー委員会としての
活動方針

本日発表された

「ＪＭＲＡマーケティング・リサーチ産業ビジョン」

に基づき、

ビジョンに沿った人材育成と情報発信とを行っていく



研修分科会としての活動計画

• リサーチスキルとリサーチ活用スキルの開発
– 顧客の抱えている問題に適切にアプローチできる
– 結果の活用
– 編集する力

• 新しい方向性の講座への取り組み
– 『リサーチャーのための英語』
– 『消費者行動論』
– 『図と事例で理解する多変量解析』

• 時代性のあるテーマへの取り組み
– 『アメリカ大統領選挙検証』
– 『三木康夫先生最終講義』



出版分科会としての活動計画

• 産業ビジョンの内容に沿った特集テーマの採用

• 研修に繋げることを意識した、記事テーマ、
執筆陣の選定

• ＷＥＢの活用強化

– 昨年度、積み残しになった「ちょっと教えて」欄の
ＷＥＢ化、発行後の協会ホームページでのアピール
強化などを行う



カンファレンス委員会

JMRA事業計画プレゼンテーション



カンファレンス委員会 -2016年度事業報告-

APRC/JMRA合同カンファレンス

日時：2016年11月15日（火）

場所：ハイアットリージェンシー東京

テーマ：Collective Intelligence
＜集合知＞

講演：3会場にて実施
（A会場、B会場、C会場）



カンファレンス委員会 -2016年度事業報告-

オープニングセレモニー



カンファレンス委員会 -2016年度事業報告-

基調講演

舛田 淳氏
LINE株式会社 取締役 CSMO

「スマホへの特化と、カルチャライズによる海外展開」



カンファレンス委員会 -2016年度事業報告-

APRC エクセレントペーパー発表



カンファレンス委員会 -2016年度事業報告-

収支と参加人数

+216万
計画値達成

728名
過去最高



カンファレンス委員会 -2017年度事業計画-

リサーチ業界を取り巻く環境

 ビックデータホルダの台頭

 AIの進化

 インターネット調査の普及



カンファレンス委員会 -2017年度事業計画-

Fusion & Creation

2017年 カンファレンスのテーマ



カンファレンス委員会 -2017年度事業計画-

■基調講演、特別講演
時流を捉えた業界内外のコンテンツを企画

■パネルディスカッション
リサーチ会社同士で課題や将来像を議論

コンテンツ

■広報・交流委員会
⇒ インターネット調査品質小委員会との連携を予定



カンファレンス委員会 -2017年度事業計画-

メディアパートナー

コンテンツ

集客 認知拡散

×



カンファレンス委員会 -2017年度事業計画-

11月28日（火）
ハイアットリージェンシー東京で開催

日程・場所



カンファレンス委員会 -2016年度事業報告-

スポンサー

■ブーススポンサー
・プラチナ
・ゴールド
・シルバー

・ブロンズ

■イベントスポンサー
・情報交流会
・オープニング
・ウェルカムディスプレイ
・学生コンテンツ
・バック、ノート
・ランチ



カンファレンス委員会 -2017年度事業計画-

お願い



ＪＭＲＡ事務局

JMRA事業計画プレゼンテーション





Sexy ＆ Cool

変わるテクノロジー

変わらぬプリンシプル



Drive & Support
１. 協会広報活動の推進

２．協会サービスの充実

３．他団体との関係強化による交流の促進

４．調査対象者 、

リサーチユーザーに向けた取り組み

５．協会運営関連業務の強化

６．プライバシーマーク審査会の運営



リサーチの未来のために

リサーチャーとともに

JMRA



コンプライアンス委員会
（綱領・海外タスクフォース／法務・国内タスクフォース）

JMRA事業計画プレゼンテーション



 委員会の再編

ESOMAR Code改訂および新技術の登場に伴うリ

サーチ綱領の見直しや、国内の個人情報保護法改訂
など業界をとりまく環境の大きな動き

協会としてどのように会員社のリスクを回避していくか
等、集中して討議を行うためのより柔軟で効果的な委
員会運営を目的として2016年度より「綱領委員会」「法
務委員会」が統合し、「コンプライアンス委員会」とした

コンプライアンス委員会 -2016年度事業報告-



 コンプライアンス委員会の構成

各タスク遂行のため、32名のメンバーを2分科会に分け、それぞれの

課題ごとに集中審議を行い、全体ミーティングで課題を共有する

■綱領・海外タスクフォース

JMRAのMR綱領改訂およびESOMAR等の海外
対応のためのタスクフォース

■法務・国内タスクフォース

保護法改正に伴う個人情報保護ガイドライン（青本）・

法務ハンドブックの見直しおよび国内法務関連対応の
ためのタスクフォース

コンプライアンス委員会 -2016年度事業報告-



 綱領・海外タスクフォース
◇ESOMARミーティング参加とESOMAR Code改訂版へのFBと
意見交換を行った

※ESOMAR Code改訂の背景

デジタル時代への対応：リサーチャーが扱うデータソースの多様化（ソーシャル
メディア、各種ログデータ、IoT等）、データアナリティクス分野のプレーヤーの新
規参入、等に対応した改訂。2016年12月リリース

◇JMRA「マーケティング・リサーチ綱領」改訂版ドラフトの作成
 ESOMAR Code改訂版を参考にしつつ、日本の現状に即した独自の綱領を
作成

 個人情報の具体的な取り扱い方法はJMRA『個人情報保護ガイドライン』に
準拠。綱領自体はリサーチャーの職業倫理に重点を置く

 マーケティング・リサーチ周辺の新規参入プレーヤーや調査への協力者にと
ってもわかりやすく実用的な表現に変更する

◇入会審査 2社

コンプライアンス委員会 -2016年度事業報告-



 綱領・海外タスクフォース

◇大きく変化する時代において、マーケティング・リ
サーチの社会的地位を損なわない為にマーケティ
ング・リサーチ倫理の確立と業界プレゼンス向上
を目的とした活動を行う。

◇JMRAマーケティング・リサーチ綱領改訂版を会員
社およびリサーチユーザー企業に周知・広報する
ための方法を検討、実施する。Webサイトへの掲
載、解説・配布資料の作成等を行う。

◇入会審査

コンプライアンス委員会 -2017年度課題-



 法務・国内タスクフォース

◇個人情報保護法改正案へのパブリックコメントの提出

◇ＩＳＯ／ＴＣ２２５国内委員会と協賛し、コンプライアンスセミナー
「個人情報保護をめぐる国内外の最新動向」（11月）を実施

 新保史生教授に「改正個人情報保護法体系、ＥＵの一般データ
規則解説」についてご講演いただく

◇ＪＭＲＡ個人情報保護ガイドライン（青本）の改訂準備作業を実施

 各条項ごとに解説及び事例を見直し、改正法との関連を追記

 海外クライアントからの要望対応のため英語版作成も検討

◇無料法律相談の開催

 協会顧問弁護士により例年通り年１２回（毎月第一木曜日）実施
し、年間計１８件の法律相談を実施

コンプライアンス委員会 -2016年度事業報告-



 法務・国内タスクフォース

◇ＪＭＲＡ個人情報保護ガイドライン（青本）改訂版のリリース

 改正個人情報保護法及び関連ガイドラインへの適合を考慮し、
昨年度からの青本改訂作業を継続

 JIS Q15001改訂後は新JIS規格要求への適合の視点で、
再度の修正を施し、年度内に新JIS準拠版をリリース予定

◇「法務ハンドブックⅢ（統合版）」の発行

 現行の「法務ハンドブックⅢ」と「同増補版」の内容を精査、重複
項目の統合、Q&Aの見直しを実施。「同統合版」として本年9月
にデータ版で提供予定

 改正個人情報保護法、新JISに準拠した「法務ハンドブックⅣ（全
面改訂版）」は、個人情報保護ガイドラインの改訂後に作成予定

コンプライアンス委員会 -2017年度課題-



 法務・国内タスクフォース

◇法務セミナーの開催

 改正個人情報保護法の新たな規制事項への実務対応
についてセミナーを実施予定

◇無料法律相談の開催

 本年度も引き続き、協会顧問弁護士
による「マーケティング・リサーチ事業
に関する各種法律相談」を原則として
毎月1回開催

コンプライアンス委員会 -2017年度課題-



ISO/TC225国内委員会 兼
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｻｰﾁ規格認証協議会

JMRA事業計画プレゼンテーション



 市場調査業界に特化した品質管理・保証の仕組み

 ISO9001（品質マネジメントシステム）の市場調査業界版

 市場・世論・社会調査のプロセス管理に特化した、国際的な
品質管理基準 （日本のJMRQSとほぼ同様の規格）
⇒わが国公的統計の「プロセス保証」も ISO20252に準拠

 国際機関 ISO/TC225（225番目の技術委員会）が所管

 ISO20252: 2012 Market, opinion and social research （改訂途上）

 ISO26362: 2009 Access Panels （ISO20252に統合される予定）

 ISO19731: 2017 Digital analytics and Web analyses （6月発行予定）

あらためて、ISO20252 ファミリーとは？

ISO20252 (2006～)

ISO26362

新 ISO20252

ISO19731 (将来 ?)



 認証協議会は日本におけるISO20252の
「認証スキームオーナー」 （事務局：JMRA）

ISO/TC225国内委、MR規格認証協議会の構成

MR規格
認証協議会

業界代表委員
（JMRA正会員社）

学識経験者
（学者/研究者）

ｸﾗｲｱﾝﾄ代表委員

経済産業省

（公財）日本適合性
認定協会（JAB）

（一社）日本能率協会
審査登録センター

（JMAQA）

（認定機関）

（認証機関）

（所管官庁）

オブザーバー

ISO/TC225
（市場/世論/社会調査
所管の技術委員会）

委員派遣 （委嘱）

※）ISO（国際標準化機構）
= International Organization

for Standardization

第三者認証の仕組み
を協議・決定・維持す
る任を負う

ISO/TC225
国内委員会



ISO20252と、9001やPマークとの違いは？

企業・組織

ISO9001 ISMS

Pマーク

○○○
○○○
○○○
○○○

ISO20252

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

・ ISO9001やPマークは「マネジメン
トシステム」であり、会社・組織全体
にアミがかかる⇒全業務が対象

・ 一方、ISO20252は「製品・サービ
ス」の提供プロセスを認証する仕組
みであり、適用「宣言」した業務だけ
が対象となる ↓

・ そうしたサービスを生み出す力量
を認証しているとも言える



 TC225総会/WG1 東京会議を開催（4/19～21 at.楽天様）

 ISO20252の改訂に向けた各国の意見を検討・集約
（日本主催は11年ぶり）⇒早期発行に向け、議論を加速

ISO/TC225国内委員会 兼

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｻｰﾁ規格認証協議会 -2016年度事業報告-

TC225東京会議参加者



 ISO19731 (Web Analyses)、まもなく発行へ（6月予定）

 国際的に、ビッグデータ分析領域への効果的な参入をねらう

 日本での認証スキーム構築に向け、会員社の要望ヒアリングへ

 一方で、国内認証取得社は「８社」のまま

 公的統計の入札資格要件化のためにも、早期に２ケタを目指す
⇔国の統計事業予算は平年約400億円、国勢調査年は約1,000億円

 引き続きセミナー等を通じ、情報提供＆認証取得を働きかけ

 認証取得拡大はクライアントのニーズ

 官公庁の統計担当職員の減少は今後も続く（⇒ 民間開放も続く）

 外資系大手クライアントからの国際的な要請

ISO/TC225国内委員会 兼

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｻｰﾁ規格認証協議会 -2016年度事業報告-

市場拡張の
チャンス！



 改訂後のISO20252 （旧26362:ｱｸｾｽﾊﾟﾈﾙを含む）の構成

 共通＆必須の要求事項と選択可能な「付属文書（各論）」への再編

 「総論＋１つ以上の付属文書」遵守が第三者認証の条件に

ISO/TC225国内委員会 兼

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｻｰﾁ規格認証協議会 -2016年度事業報告-

図 市場調査系ISO規格の将来像（2018年以降）

（将来的には
組込みへ）

ISO20252 序・1～4節

Annex A

Annex B

： 既存のISO20252を継承（総論）

： アクセスパネルを含むサンプリング

： 新規のWeb Analyses規格ISO19731

： フィールドワークによるデータ収集

Annex C

Annex F

： 物理的観察によるデータ収集

： データ管理と処理



（参考） ISO19731の構成と主な内容

序文

1. 適用範囲

2. 引用規格

3. 用語と定義 （42項目： ISO20252との重複あり）

4. 調査プロジェクト管理に関する要求事項 （ISO20252と同様）

5. 提案書の提出

6. プロジェクトの実施

 本規格が対象とする領域は、「デジタルデータや記述等の分析」

 （具体的には） Webサイトの訪問者の行動を収集・測定・分析する、

 クッキーを用いて対象者のWeb上の行動を追跡・測定・分析する、

 ソーシャルメディア利用者のコメントを記録・測定・分析する、・・・ 等

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀを扱う調査ｻｰﾋﾞｽの質を評価できる基準を提供

※）日本語版の準備がほぼできており、
（一財）日本規格協会様より発行予定



（参考） ISO19731の構成と主な内容

序文

1. 適用範囲

2. 引用規格

3. 用語と定義 （42項目： ISO20252との重複あり）

4. 調査プロジェクト管理に関する要求事項 （ISO20252と同様）

5. 提案書の提出

6. プロジェクトの実施

 本規格が対象とする領域は、「デジタルデータや記述等の分析」

 （具体的には） Webサイトの訪問者の行動を収集・測定・分析する、

 クッキーを用いて対象者のWeb上の行動を追跡・測定・分析する、

 ソーシャルメディア利用者のコメントを記録・測定・分析する、・・・ 等

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀを扱う調査ｻｰﾋﾞｽの質を評価できる基準を提供

※）日本語版の準備がほぼできており、
（一財）日本規格協会様より発行予定

ESOMAR綱領／JMRA綱領
の改訂にも連動！



ISO/TC225国内委員会 兼

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｻｰﾁ規格認証協議会 -2017年度事業計画-

 ISO20252改訂への参画、国内での認証普及促進

 国際会議での日本の意見・要望の反映
⇒次回アムステルダム会議（9月）でCD（委員会ドラフト）確定へ

 改訂発行に備え、アクセスパネル（旧ISO26362）の認証方法検討

 ISO19731の英日対訳版作成、認証スキームに関する検討

 国際的な個人情報保護規制強化（GDPR等）への対応と連携

 公的統計委員会等と協力し、市場拡張を追求

 公的統計参入機会拡大、入札時のISO加点ポイント化を目指す
⇔公的統計分野における「プロセス保証」に関する啓蒙
⇒民間開放も、面接調査から郵送・オンラインへのシフトが見込まれる

 民間事業においてもクライアントニーズの掘り起こしを目指す



Ｐ 定量調査データ収集 上記区分の定量調査（A,B,C）に対応する実態調査

Ｑ 定性調査データ収集 上記区分の定性調査（D）に対応する実態調査

種
類

認証区分の名称 認証区分の内容

Ａ

定

量

調

査

調査員訪問型
定量調査

1)訪問面接調査, 2)訪問留置調査,3)小売店監査調査（ストア・オーディット調査）,4)ミステリーショ
ッパ
•調査員が一般家庭・小売店・事業所・医療機関等を訪問し、行う調査
•1), 2)には調査員訪問型の継続パネル調査も含まれる。

Ｂ
調査員介在型
定量調査

1)CLT(CAPIを含む), 2) 来場者調査(来街者調査、来店者調査、出口調査を含む), 3)電話調査
(CATI含む), 4)観察調査(交通量調査、来店客動線調査を含む）

•調査員（電話オペレータ含む）が限定されたエリア内で管理者の監督の下で行う調査

Ｃ
調査員非介在型

定量調査

1)インターネット調査, 2)郵送調査, 3)装置設置型調査
•データ収集時に調査員が介在せず、対象者が所有する情報通信機器、対象者（宅）・対象店に
設置した装置、調査会社の保有するシステム（仕組み）を活用し、データを収集する調査
•1)にはモバイル（携帯電話）調査も含まれる
•3)には装置設置型の継続パネル調査も含まれ、視聴率調査、スキャニング方式の小売店・消費
者調査などが該当する。他にオートコール電話調査、FAX調査、アイカメラ購買行動調査などが含
まれる

Ｄ 定性調査 1)グループインタビュー, 2)デプスインタビュー, 3)オンライン定性調査, 4)エスノグラフィー調査

① マーケットリサーチ（MR）サービス

② MRデータ収集サービス

（参考） 日本での認証区分の詳細

「Ｘ: アクセスパネル」の追加を検討



 ISO20252改訂への貢献、認証取得の促進
（ISO19731、ｱｸｾｽﾊﾟﾈﾙの認証ｽｷｰﾑ等検討を含む）

 公的統計参入機会拡大等、市場拡張への貢献

Summary - 2017年度事業計画のポイント -

委員会改選期にあたり、
参画いただける方々を
募集中です！


